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与
勝
半
島
と
平
安
座
島

の
間
の
海
峡
に
は
埋
め
立

て
に
よ
り
一
九
七
一
年
に

「
海
中
道
路
」
が
建
設
さ
れ

た
。
そ
し
て
平
安
座
島
に

は
石
油
備
蓄
基
地
が
作
ら

れ
た
。
石
油
輸
入
が
途
絶

え
た
時
に
備
え
る
と
し
て
。

し
か
し
、
約
二
百
日
分
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

思
う
。
備
蓄
よ
り
紛
争
に

な
ら
な
い
よ
う
に
友
好
に

心
を
配
る
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
だ
ろ
う
か
？

　
平
安
座
島
の
左
に
見
え

る
宮
城
島
や
そ
の
先
の
伊

計
島
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と

な
っ
て
い
る
。

へ 

ん 

ざ 

じ 

ま
　

平
安
座
島
と
海
中
道
路

沖
縄
県
う
る
ま
市
　
　
二
〇
一
六
年
四
月

ぼ
ん

平安座島

下の地図で青丸印から青矢印の方向を見て描いた

自らの罪の有無を問わず過去を引き受けなければならない
　
オ
バ
マ
大
統
領
が
広
島

を
訪
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
た
。
歴
代
米
大

統
領
は
広
島
、
長
崎
に
は

そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い
た

が
、
被
爆
の
事
実
に
目
を

向
け
る
オ
バ
マ
氏
の
態
度

は
大
い
に
、
歓
迎
し
た
い
。

　
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

一
九
四
五
年
の
末
ま
で
に

広
島
で
は
、
十
四
万
人
、

長
崎
で
七
万
人
が
死
亡
。

そ
の
多
く
は
非
戦
闘
員
。

ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
で
は

　
原
爆
に
よ
る
無
差
別
の

殺
傷
、
未
だ
に
癒
え
な
い

原
爆
の
被
害
。

　
こ
の
非
人
道
的
な
兵

器
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
か

っ
て
米
国
に
は
一
歩
を
踏

み
出
し
て
も
ら
い
た
。

　
日
米
共
に
加
盟
し
て
い

る
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
で
は

そ
の
第
二
三
条
で
敵
の
国

民
、
つ
ま
り
、
非
戦
闘
員

の
殺
傷
を
禁
止
。

　
原
爆
投
下
は
戦
争
犯
罪

だ
。
原
爆
を
投
下
し
た
米

国
の
後
継
者
と
し
て
、
謝

罪
し
て
欲
し
い
。

日
本
は
何
を
す
べ
き
か
？

　
広
島
長
崎
ビ
キ
ニ
で
日

本
人
は
被
害
者
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
主
張
す
る
と

同
時
に
、
旧
日
本
軍
の
行

為
を
振
り
返
ろ
う
。

　
一
九
三
八
年
か
ら
四
三

年
に
か
け
て
日
本
軍
は
中

国
の
重
慶
を
無
差
別
爆

撃
。
非
戦
闘
員
を
含
め
て

一
万
人
以
上
が
犠
牲
に
な

っ
た
。
こ
れ
も
戦
争
犯
罪

に
あ
た
る
。

　
旧
西
独
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ

ッ
カ
ー
大
統
領
は
「
ド
イ

ツ
人
は
罪
の
有
無
を
問
わ

ず
過
去
を
引
き
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
に

目
を
閉
ざ
す
者
は
現
在
に

も
盲
目
に
な
る
」と
演
説
。

　
日
本
人
は
こ
の
機
会
に

旧
日
本
軍
の
行
為
に
思
い

を
馳
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
？

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


